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エントランス入口には大型のマルチメディアスクリーンを設置。オープンキャンパス時に「Welcome」と表示したり、
多目的ホールで行われているイベントをリアルタイムに映し出すなど、様々なメッセージを発信していく。

２層吹き抜け・ガラス張りの開放的なロッジア。

講義終了時の学生の集中等を考慮し、廊下・階段はゆとりある幅を確保している。

アクティブラーニングなど教育の質保証を伴った新しい教育方法を実践していく場として、
2015年4月に竣工した「総合教育研究棟（工学系）」。

富山大学
総合教育研究棟（工学系）

新世紀のキャンパス

Campus of New Century
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加型の授業が行える教室や、個人や
集団で自主学習ができるプロジェク
ト企画スペースを造り、学部の授業
は全てここで実施するよう切り替え
た。環境だけでなく、文部科学省の
事業にも採択された「Active-Learning
と質保証システムを取り入れた産学
連携による次世代ハイパーエンジニ
ア養成プログラム」をてこに、研修や
教材支援など先生方が教え方を変え
ていくための支援も行い、転換を推
進している。

地域という観点では、「地元に必
要な人材を地元で育てる」という考
え方のもと、大学と企業が連携して
教育を行っている。学生に対して
は、理論と実践の間を行き来できる
よう、教養や専門科目と並行して「創
造」や「ものづくり」という名のつく
実践的な授業を産学連携で提供して
いる。例えば1年次の「創造工学入門
ゼミナール」では、富山県の機電工業
会に所属する企業のトップクラスの
人達に授業を受け持ってもらうこと
で、学生に早期から実践のイメージ
を持たせ、勉強や研究に対する動機

づけをしている。
また、社会人に対し

ては「次世代スーパー
エンジニア養成コー
ス」を提供しているが、
ここでも企業の上級技
術者が教える側とな
り、ライバル企業も含
めた若手技術者の学び
直しを支援している。
大学がハブになるから
こそできる人材育成の
形だ。これらの授業も、

この新しい総合教育研究棟で行われ
ている。

今後の課題としては、この新しい
教育環境で行われる能動学習や、地
元企業と共に行う実践的な教育の質
保証だという。ルーブリック設計を
入れて、教員・学生・企業講師の相互
評価等により質の保証を行っていく
ことを考えている。

教育環境の整備に加え、カリキュラ
ムの中身や質保証などの改革を次々
に進めている堀田学部長だが、将来の
構想はこれに留まらない。「理工系の
組織再編で、システムデザイン系の新
学部の設立を構想中です。材料工学・
地学・土木といったハードと都市計
画といったソフトを融合させた、新し
いコンセプトの学部学科を創りたい。
そのためには、この総合教育研究棟
のような新しい教育設備をもう１棟
欲しいと考えています。」特長である
ものづくり教育を基盤に、地元の産業
界と共に富山大学がどのような人材
育成を行っていくのか、今後のさらな
る進化が楽しみだ。

（本誌　林 知里）

富山大学は、学生
数約8000人、文科系4
学部及び理科系4学
部を抱える国立の総
合大学。なかでも工
学部は、今年設立70
年を迎えた歴史ある
学部だ。この節目の
年に、メインキャンパ
スである五福キャン
パスに新たに完成し
たのが、「総合教育研
究棟（工学系）」。

狭隘や断層の存在がきっかけにな
ったという新棟の建設だが、そこには
工学部がこれから目指す新しい教育
へのチャレンジが形になって顕れて
いる、と堀田裕弘工学部長。「地方に
ある国立大学のミッションとして富
山大学の工学部が目指しているのは、

『地域を活性化する、ものづくり教
育』。そのために、カリキュラムと教
育環境の改変を並行して進めてき
た」。新しい総合教育研究棟には、ま
さにこの“ものづくり”と“地域”という
コンセプトが色濃く反映されている。

ものづくりという観点では、与え
られた課題を解決できるだけではな
く、自ら課題を発見し問いを立てら
れる人材、そして、何が良くて何が悪
いのかの違いが分かる感性を持った
人材を育成したいという。そのため
には、従来型の受動的な授業から、学
生が主体となるアクティブラーニン
グ型の授業に変換していかなければ
ならないという課題感があった。総
合教育研究棟には、一般教室のほか
にクリエーションスペース、イノベ
ーションリサーチ室といった学生参
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228名を収容できる多目的ホールは、椅子を収納するとフラットな講堂になる。ここでは、地元産業界の方を招いた授業や国際会議等が行われている。３Ｆ屋上の開放的なテラス。建物内にテラスや中庭などのコミュニティースペースを設けること
により、教職員・学生間のコミュニケーションの活性化を促す。

ディスカッションやプレゼンテーション等の能
動学習がしやすいように設計された、クリエー
ションスペース。

プロジェクター３台で学生のパソコン12画面を同時に投影
しながら授業ができる、イノべーションリサーチ室。6学科
がそれぞれ使えるよう6室用意されている。

少人数ゼミや説明会等のブース配置など、様々な用途に
活用できるよう設計されたプロジェクト企画スペース。
普段は学生の自主学習やチーム学習の場となっている。

収容定員60名のクリエーションスペースには、6台のプロジェクターが部屋の4面に設置されているほか、ミーティングチェア（自由に移動できる机付きの椅子）や可動
性のある間仕切りで空間の使い方に幅を持たせている。

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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